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れないことカミわかってきたのである.

すなわち火星の赤道帯にそった電波観測の結果など

でみると地形の高低と火星面の模様とはあまり大し

た必然的な関係はないように思える.

さらにマリナｰ9号の火星地図をみるとヘラスの

ように明らかに低いクレｰタｰ状の盆地カミはっきりわ

かる(この点に関してはサガンらの見解のほうが正し

かったことになる)ところもあるが他の多くの地域で

は従来の海と陸の地域の区別とはまったく関係なく

クレｰタｰの密集地帯か広カミっているところもあり両

者の関係の判断に迷うところが少なくない.

こうなると火星の陸とか海とかいってきた模様は

一体何ものなのかという疑問がわいてくる.それは

火星の地形(地表の景観)とはまったく別物の“何か"

なのであろうか.

このように火星面の模様の実態については大きな

問題カミ出てきたのであるが長年観測家たちにも親しま

れ写真にもはっきりと撮影されてき牟“模様"か厳

然と存在していることも事実である.1したがって従

来の模様の分類も無視でき汰いしむしろ模様の実態に

ついて真剣に考えたければならない事態カミ到来しでい

るともいえるだろう.

そこで次回にはこの火星面の模様に焦点をあてて

そのなぞをさぐっていくことにしよう.

(筆者は東京都立武蔵高校教諭)

地学と切手

この国の鉱工業生産のうち70%

は鉱業生産であり輸出の60%は鉱

産物で占められる.おもな鉱物資

源はマンガンウラン鉄金

ダイヤモンドであるが最近では石

油がのびてきた.

マンガン.フランスピノレ

(Moanda)に品位48%埋蔵鉱量3

億トンの鉱床があるといわれ最近

の生産は128万トン(Ogooue鉱山)

前後であり鉄道で搬出される.

産出量は南アフリカ共和国についで

アフリカ2位であるが埋蔵鉱量は

3倍である.

ガボンの鉱業

切手と鉱物切手
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ガボン共和国は(面積267,667km2)アフリカの中部の大西洋

に面しコンゴｰ(ブラザビル)とカメルｰンの間にはさまれ

人口約60万の黒人国である.もとはフランスの赤道領植民地

だったが1958年に独立を宣言し1960年にフランス共同体内

の独立国となった.この名前は15世紀末にポルトガルの航海

者により入江カミ船のキャビンに似ていることによるという.

しかしむしろ｢水と原生林のはざま｣シュバイツァｰ博士の

病院所在地ランバレネのある国といった方が削りやすいだろ

う.

切手は1965年6月!5目に発行された鉱業切手でMoanda

鉱山のマンガンとMounana鉱山のウランの選鉱設備が面かれ

1971年7月20目の鉱物切手にはマンガン鉱とウラン鉱カミ画か

れている.

鉱量がある.

ウランこれもフランスピル

の近くのムナナ(Mounana)鉱山

で開発され品位4%100万トンの

現在1,077tU308(1970)が生産されている.

鉄鉱10億トンを越える埋蔵鉱量があるといわれ1974年

来には年間1,000万トンの産出を目指して開発(アメリカ

ヨｰロッパの鉄鋼会社のおよびガボン政府と共同)が進められ

ている.これには565k皿に及ぶ鉄道の敷設カミ必要であるが

政府の最重点攻策に在っている.

石油･天然ガス石油の生産は1957年から開始され

現在8つの油田で採油が行なわれ最近では年産542(1969)

万トンを越え天然ガスの生産量は31.7×106mヨに達してい

る.�


